
排水機場
河川や海面より低いほ場の水
を汲み上げ、安全に地区外へ
排水する施設

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
農業用水の確保、適期・適量供給、排水改良を図るため基幹的な農業水利施設
の整備・更新を行います。

１．一般型
・ 地域に適した水利・排水システムの確立のために行う農業水利施設の整備
【実施要件】受益面積3,000ha以上 等

２．特別型
・ 高収益作物の導入・転換に必要な汎用化・畑地化を行うための整備
・ 担い手への農地集積を目的とした水利システムの再編を行うための整備
・ 流域治水プロジェクトに位置付けられた施設の整備
・ 老朽化等による機能低下が見られる施設の集約・再編を伴う整備
・ 突発事故発生時の事後保全対策、事故リスクのある箇所の予防保全対策
及び施設の長寿命化対策の一体的な実施
・ 小水力等発電施設の導入やポンプ設備の省エネルギー化等、低炭素型の
農業水利システムへの移行のための整備
【実施要件】受益面積500ha以上 等

ダム

用水路

排水機場

排水路

頭首工
畑地かんがい
国営末端面積100ha
都道府県末端面積20ha

水田かんがい
国営末端面積500ha
都道府県末端面積100ha

国営かん排事業で実施する部分
都道府県営かん排事業で実施する部分
団体営かん排事業で実施する部分

国営受益地
都道府県営受益地

水田排水
国営末端面積500ha
都道府県末端面積100ha

＜対策のポイント＞
農業生産の基礎となるダム、頭首工、用排水機場、幹線用排水路等の農業水利施設の整備を行い、農業用水の確保・安定供給と農地の排水改良を図

ります。

＜事業目標＞
○ 農業水利施設の機能が保全され、農業用水が安定的に供給されている農地面積の割合（10割［令和11年度まで］）
○ 更新事業の着手地区において施設の集約・再編、ICT の導入等により維持管理費を節減する地区の割合（10割［令和11年度まで］）

農業用ダム
河川をせき止め、用水を貯留・
調整する施設

頭首工
取水堰と取水口等から構成され、
河川から農業用水を安定的に
取水する施設

排水路 用水路（水管橋）

畑地かんがい
国営末端支配面積 100ha
都道府県営末端支配面積 20ha

水田かんがい
国営末端支配面積 500ha
都道府県営末端支配面積 100ha

国営受益地

都道府県営受益地

水田排水
国営末端支配面積 500ha
都道府県営末端支配面積 100ha

国営かん排事業で実施する部分
都道府県営かん排事業で実施する部分
団体営かん排事業で実施する部分

＜事業実施主体＞
国（ 国費率：農林水産省 2/3、北海道・離島 75％、沖縄・奄美 90％ 等 ）

国営かんがい排水事業＜公共＞

［お問い合わせ先］ 農村振興局水資源課 （03-6744-2206)

令和９年度予算概算要求額 120,434百万円（前年度 101,108百万円）

（注）上記要求額のほか、事項要求
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